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第１回臨時会 2

決まったこと 第１回
臨時会
【1月17日開催】

★主な歳入

★主な歳出

　令和 7 年第 1 回片品村議会臨時会を開催しました。執行部から「条例の一部改正」
「一般会計及び 2特別会計の補正予算」が提案され、それぞれ原案どおり可決しました。

698万 6千円
新型コロナウイルス感染症対策
地方創生臨時交付金の増額

物価高騰対応重点支援交付金を活用した
住民税非課税世帯及び非課税子育て世帯
への給付事業実施による増額及び人事院
勧告を踏まえた人件費の増額ほか

普通交付税の増額

人事院勧告を踏まえた人件費の増額

人事院勧告を踏まえた人件費の増額

片品村民・特定日限定村内スキー場リフト
乗車券代無料事業実施のための増額ほか

地方交付税

4,365万 1千円国庫支出金

総　務　費

民　生　費

教　育　費

商　工　費

2,463万 5千円

928万円
645万 1千円

280万 8千円

★議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
　に関する条例の一部改正

・人事院勧告を踏まえて、議会議員や職員の期末
  手当等の支給率の改定などを行うため、条例の
  一部を改正するもの

★片品村パートタイム会計年度任用職員
　の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用
　弁償に関する条例の一部改正

★特別職の職員で常勤のものの給与及び
　旅費に関する条例の一部改正

★片品村職員の給与に関する条例の一部
　改正

★片品村フルタイム会計年度任用職員の
　給与に関する条例の一部改正

★片品村職員の寒冷地手当に関する条例
　の一部改正

歳入歳出補正前 補  正  額 補  正  後

46 億 8,212 万 3千円 47 億 3,276 万円5,063 万 7千円

会  計  名 歳入歳出補正前 補  正  額 補  正  後

簡易水道事業会計（第２号）

収益的収入

収益的支出

下水道事業会計（第３号）

収益的収入

収益的支出

1億 2,553 万 3千円

1億 2,747 万 2千円

2億 1,228 万 2千円

2億 242 万 3千円

1億 3,304 万円

1億 2,932 万 8千円

2億 1,550 万 8千円

2億 1,432 万 3千円

750 万 7千円

185 万 6千円

322 万 6千円

1,190 万円

一般会計補正予算（第５号）

条例の一部改正

特別会計補正予算



第２回定例会3

片品村議会で第２回
定例会
【3月議会】

前年度比　0.45％増

令和７年度一般会計予算

令和７年度特別会計予算

前年度比　0.45％増

　令和７年第２回片品村議会定例会（３月議会）を、３月６日～１４日までの９日間にわたり開催しました。
　令和７年度当初予算をはじめ、条例の制定や一部改正、教育委員会委員の任命、人権擁護委員候補者の推
薦、村道路線の廃止及び認定、令和６年度補正予算などが提案されました。
　議会は、予算説明会、各常任委員会と本会議で審議のうえ、すべての議案を全員賛成で可決しました。

42億
4,200万

地方交付税

国庫支出金県支出金
使用目的が決まって
いる国からの補助金

使用目的が決まっている
県からの補助金

一定の行政サービス
を提供できるように
するために国が交付
する税
17 億3,200 万円

（40.8％）

2億1,895 万1 千円
（5.2％）

2億1,772 万9 千円
（5.1％）

各種交付金
・譲与税
消費税やガソリン税
など国から地方へ配
分される交付金

1億 9,185 万2千円
（4.5％）

繰入金
村の貯金を下ろして
使うお金

6 億7,805 万1 千円
（16.0％）

その他
財産収入、負担金、使用料、
寄付金、諸収入など

2 億9,320万6千円
（6.9％）

前年度より繰越金
5,000万円
（1.2％）

村税
村民が納める税金
6億4,851 万1千円
（15.3％）

村債
財源不足を補う
ための借金
2億1,170 万円
（5.0％）

（単位：千円）

一般会計繰入金前年度比 (％)

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

会    計    名 予　 算 　額

・・

・・

・

・

・

・
・
・

・ ・

42億
4,200万

歳 入

歳 出

6億7,680万6千円
（16.0％）

11億826万1 千円
（26.1％）

総務費

民生費

4億1,590万7千円
（9.8％）

教育費

議会費
6,913 万6 千円
（1.6％）

予備費
300万
（0.1％）

労働費
4万 4 千円
（0.0％）

農林水産業費
3 億6,184 万9 千円

（8.5％）

商工費
2億1,061 万5 千円

（5.0％）

土木費
2億8,484 万円
（6.7％）

消防費
1億7,475 万2千円
（4.1％）

災害復旧費
3千円
（0.0％）

公債費
5億2,219万 6千円
（12.3％）

4億1,459万1千円
（9.8％）

衛生費

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

129,095
128,108
5,657
14,992

695,465 37,767

103,980

25,388（補助金）

93,874（補助金）

△ 4.4

△ 3.2674,836

後期高齢者医療 26,8413.5

6.8
4.5

△26.2
△10.7

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

213,114
213,114
48,394
69,338

8.6
6.4
99.2
12.6

78,252

下 水 道 事 業
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地域通貨「おぜだっペイ」
に係るキャンペーン事業

村有財産活用事業

92,781継

40,548新

国際線への片品村パンフ
レット搭載事業

400新

1,200新

地域通貨「おぜだっペイ」に係るキャンペーン事業
①片品村転入者・新生児誕生応援ポイント付与事業
②春のポイントアップキャンペーン（5～ 6月 )
③秋のポイントアップキャンペーン（10 ～ 11 月 )

　村有林の有効活用として、伐採して市場に販売出来る優
良木材は売却し、売却できない木材はバイオマス発電に発
電用木材として売却する。

保育所の完全給食完全
無料化

　3歳以上児は主食（米）を持参しているため、主食を保
育所で提供し、完全給食完全無料化を実施。

　アジア向けのインバウンド広告宣伝として、バンコク、
シンガポール、ソウル便の客席に片品村のパンフレットを
常設し、片品村への関心を高め誘客を図る。

事業名称 予算額新継 事業内容等

（単位：千円）主要事業

一般会計当初予算の 目玉令和７年度

令和６年度　補正予算 （単位：千円）

一般会計（第６号）

国民健康保険特別会計（第３号）

介護保険特別会計（第３号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

72,343

59,491

46,797

2,258

△

△

4,805,103

676,172

667,418

79,949

ワンポイント解説

繰越明許費

繰越明許費
前年度予算を使途と金額
を明らかにして翌年度へ
繰り越す費用です。

（単位：千円）

事　業　名会計名 金　額

小規模農村整備事業 白井沢地区 水路整備工事

県単林道改良事業 林道仁加又線 調査設計業務委託

林業作業道総合整備事業

ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業

美しい森林づくり基盤整備交付金事業

村道戸倉・富士見下線 落石防止網設置工事

村道 6176 号線 桐ノ木橋 橋梁補修工事

片品小中学校特別教室空調工事

片品中学校体育館屋根改修実施設計業務

4,500

6,908

9,741

2,679

818

50,000

50,000

29,000

3,850

一般会計

教育委員任命・人権擁護委員推薦

教育委員 に 大竹 光一 氏

　教育委員会委員の、大竹光一氏が令和
７年３月３１日で任期満了となりますが、
引き続き、大竹光一氏（菅沼）が任命さ
れました。

　人権擁護委員の、千明ふさ子氏が令和
７年３月３１日で任期満了となりますが、
引き続き、千明ふさ子氏（幡谷）が推薦
されました。

人権擁護委員候補者 には 
　　 千明 ふさ子 氏  を推薦
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5 第２回定例会

条例の制定・一部改正

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定

片品村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部改正

片品村職員の育児休業等に関する条例の一部改正

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の
一部改正

片品村奨学基金条例の一部改正

片品村学校体育施設使用料徴収条例の一部改正

片品村社会体育施設の設置及び管理に関する条例
の一部改正

片品村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正

片品村小口資金融資促進条例の一部改正

片品村運動施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、自由刑のうち
「懲役」及び「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」に一本化され
るため、関係条例の用語を整理する条例を制定するもの

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福
祉に関する法律の一部改正により、国家公務員における措
置が講じられたことに準じ、職員の「超過勤務の免除の対
象となる子の範囲の拡大」、「子の看護休暇の見直し」、「仕
事と介護の両立支援制度を利用しやすい勤務環境の整備」
について実施するため、条例の一部を改正するもの

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福
祉に関する法律の一部改正により、引用する法律の条及び
項番号を変更するため、条例の一部を改正するもの

片品村が職員を派遣することができる団体に「片品村森林
組合」を加えるため、条例の一部を改正するもの

片品村奨学資金貸与に関する条例の廃止に伴い新規貸付が
なくなったことにより、 奨学基金を教育振興のため必要と
認められる場合に処分できるようにするため、条例の一部
を改正するもの

片品村社会体育施設の利用料金の見直しを行うため、条例
の一部を改正するもの

群馬県小口資金融資促進制度要綱の一部改正により、利用
者の返済負担軽減のための対策として、融資の借換制度を
引き続き１年間利用できるようにするため、条例の一部を
改正するもの

施設の削除及び使用料金の見直しを行うため、条例の一部
を改正するもの

介護保険法施行規則の改正により、地域包括支援センター
運営協議会の引用規定が変更となったため、条例の一部を
改正するもの

片品村学校体育施設の利用料金の見直しを行うため、条例
の一部を改正するもの

村道路線の廃止及び認定
路線名

3005 号線

3006 号線

3007 号線

3008 号線

3009 号線

3010 号線

3011 号線

3012 号線

3013 号線

3014 号線

3015 号線

3016 号線

3017 号線

3018 号線

花咲字柏棚８３８－１～花咲字滝之沢２７８３－５

花咲字柏棚８３８－１～花咲字柏棚８３８－１

花咲字下牛平７７６～花咲字上牛平８０５－１

花咲字下牛平７７８～花咲字下牛平７６６

花咲字上牛平８０５－１～花咲字上牛平８０５－１

花咲字滝之沢２７８３－３～花咲字滝之沢２７８３－１

花咲字滝之沢２７８３－３～花咲字滝之沢２７８３－１

花咲字滝之沢２７８３－１～花咲字滝之沢２７８３－１

花咲字滝之沢２７８３－１～花咲字滝之沢２７８３－１

花咲字柏棚８４６～花咲字柏棚８５６

花咲字柏棚８４７～花咲字柏棚８５２

花咲字柏棚８６１～花咲字柏棚８８９

花咲字柏棚８８２～花咲字向僧沢２７８０

花咲字向僧沢２７８０～花咲字向僧沢２７８０

1087.34

67.59

411.66

174.15

78.26

256.12

160.41

63.31

109.17

257.48

282.99

177.07

248.40

77.16

5.27～1.80

2.25～2.00

3.44～1.80

3.04～2.00

3.87～2.30

1.80～1.55

3.54～1.80

3.10～1.60

2.46～1.80

1.90～1.80

3.22～1.80

4.60～1.65

2.00～1.40

2.18～1.80

起点地番～終点地番 延長（ｍ） 幅員（ｍ）

3328 号線

3329 号線

3330 号線

3331 号線

3332 号線

3333 号線

3334 号線

3335 号線

花咲字熊野下８９７～花咲字下牛平７７６

花咲字柏棚８３８－１～花咲字柏棚８８９

花咲字柏棚８８８～花咲字上牛平８０５－５

花咲字下牛平７７６～花咲字柏棚８８９

花咲字柏棚８５１～花咲字柏棚８６７

花咲字下牛平７７５～花咲字滝之沢２７８３－２３

花咲字下牛平７７７～花咲字上牛平８２７－７

花咲字上牛平８０５－２７～花咲字上牛平８２７－２

278.29

360.00

595.00

605.00

135.00

1124.00

980.00

205.00

7.49～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

5.00～5.00

廃
　
止
　
路
　
線

認
　
定
　
路
　
線



　
補
正
予
算
の
１
２
０
万
の
減
額

は
、
６
年
度
当
初
予
算
で
３
名
の

支
援
員
を
予
定
し
計
上
し
ま
し
た

が
、
支
援
員
は
２
名
し
か
お
願
い

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
残
り
の
１

名
分
の
１
２
０
万
を
減
額
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
の
　
万
４
千
円
の
委

託
料
で
す
が
、
子
ど
も
学
校
事
業

が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
放

課
後
の
見
守
り
を
７
年
度
か
ら
保

健
福
祉
課
の
児
童
館
と
一
本
化
し
、

児
童
館
で
支
援
員
を
雇
っ
て
行
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
ち
ら
も

金
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
狭
隘
箇
所
の
除
雪
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
少
額
だ
と
い
う
こ
と

は
理
解
し
て
い
ま
す
し
、
燃
料
等

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
単
価
の

検
討
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
今
年
は
た
ま
た
ま
大

雪
で
あ
り
、
こ
こ
で
一
気
に
上
げ

て
し
ま
う
と
、
平
年
の
時
に
困
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
例
年
よ
り
も

多
か
っ
た
ら
特
殊
的
に
そ
の
年
に

は
か
さ
上
げ
す
る
と
い
っ
た
方
向

も
含
め
た
中
で
、
今
後
、
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
　
未
実
施
の
地
区
要
望
の
重
点

箇
所
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
方

針
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
６
年
度
は
、
技
術
職
員
の
養
成

を
す
る
た
め
、
群
馬
県
の
技
術
セ

ン
タ
ー
に
研
修
派
遣
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
て
、
こ
の
４
月
に
は
帰

っ
て
く
る
予
定
で
す
が
、
最
近
は

ど
の
業
種
に
お
い
て
も
人
手
不
足

の
傾
向
が
あ
り
、
職
員
募
集
し
て

も
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な
い
状

況
で
あ
り
、
今
後
は
技
術
系
の
職

員
を
含
め
て
募
集
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
だ
け
で

は
な
く
簡
易
的
な
も
の
で
地
元
で

問　
　
幹
線
道
路
は
村
で
委
託
し
て

除
雪
を
行
っ
て
い
る
が
、
狭
い
重

機
が
入
れ
な
い
よ
う
な
道
や
民
家

の
中
な
ど
は
地
域
の
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
近
い
形
で
安
価
な
単
価

で
除
雪
を
し
て
い
る
と
思
う
。

　
今
年
の
よ
う
に
雪
が
多
く
降
る

と
、
今
の
よ
う
な
安
価
で
は
、
こ

れ
か
ら
先
、
高
齢
化
も
含
め
た
中

で
除
雪
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

く
な
る
。
そ
の
辺
り
を
見
直
し
、

も
う
少
し
上
げ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

答
（
副
村
長
）

　
基
本
的
に
は
可
能
な
限
り
全
部

や
り
た
い
の
が
本
音
で
す
が
、
一

気
に
全
部
と
は
い
か
な
い
状
況
で

す
。
そ
ん
な
中
で
、
優
先
順
位
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
ま
ず
は
、
住
民
の
安
心
安

全
に
つ
な
が
る
緊
急
性
や
現
場
の

状
況
、
そ
し
て
村
内
全
体
の
各
区

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
応
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
理
由

と
し
て
、
予
算
的
な
こ
と
、
ま
た

は
対
応
職
員
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
原
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
し
、

地
元
に
つ
い
て
も
用
地
等
の
問
題

等
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
現
状
、
技
術
系
の
職
員
は
２
人

し
か
い
ま
せ
ん
の
で
、
限
定
的
な

対
応
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
ま
た
、
外
部
に
委

託
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
委

託
で
と
い
う
よ
う
に
予
算
を
取
っ

て
回
し
て
い
ま
す
。

答
（
副
村
長
）

答

協
議
事
項

問　
　
補
正
予
算
で
は
、
子
ど
も
学

校
が
無
か
っ
た
の
で
事
業
委
託
料

１
２
０
万
円
が
減
額
に
な
る
一
方
、

当
初
予
算
で
は
、
事
業
委
託
料
が

　
万
４
千
円
に
な
っ
て
い
る
。
昨

年
末
ぐ
ら
い
に
子
ど
も
学
校
の
事

業
は
面
倒
を
見
る
方
た
ち
が
い
な

い
の
で
無
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）
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取
り
組
め
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
資

材
支
給
等
が
有
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
辺
り
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
状
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
取

組
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　
　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
は
、
今
年

度
は
頭
数
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

予
算
が
決
ま
っ
て
い
る
と
以
前
聞

い
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
弾

の
値
段
も
上
が
り
、
村
内
を
移
動

す
る
た
め
の
燃
料
費
も
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
県
に
働
き
か
け
を
し

た
り
、
村
で
も
先
の
こ
と
を
見
据

え
た
予
算
計
上
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問　
　
ほ
た
か
牧
場
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

分
か
る
と
こ
ろ
で
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　
　
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
し

て
だ
が
、
国
民
健
康
保
険
は
限
度

額
を
超
え
た
場
合
に
は
そ
の
都
度

申
請
を
し
、
な
お
か
つ
そ
の
時
に

領
収
書
を
添
付
し
な
い
と
申
請
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

昨
年
、
県
の
国
保
の
運
営
協
議
会

の
中
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
県
と

し
て
は
、
特
別
に
領
収
書
の
添
付

を
し
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

　
片
品
村
に
つ
い
て
も
、
現
状
は

領
収
書
を
添
付
し
て
申
請
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

特
に
お
年
寄
り
な
ど
は
領
収
書
を

無
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
々
あ

る
の
で
、
何
か
対
応
が
で
き
な
い

も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
担
当
課

長
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事

務
的
な
制
度
が
改
正
さ
れ
、
片
品

村
の
国
保
に
つ
い
て
も
領
収
書
の

添
付
な
し
で
も
申
請
が
で
き
る
よ

う
な
方
向
で
検
討
し
て
い
る
そ
う

な
の
で
、
ご
説
明
願
い
た
い
。

　
国
で
は
今
、
全
国
の
自
治
体
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
を
進
め
て
お
り
、
片

品
村
で
も
住
民
課
の
住
民
基
本
台

帳
や
税
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
と
、
保

健
福
祉
関
係
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
を
令
和
７
年
度
の
８
月
稼
働
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
標
準
化
に
併
せ
て
県
で
は
、

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
領
収

書
の
添
付
を
し
な
い
な
ど
申
請
事

務
の
簡
素
化
を
提
案
し
て
い
て
、

当
村
で
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
自

治
体
判
断
と
い
う
こ
と
で
、
標
準

化
に
移
行
し
て
い
て
も
領
収
書
を

添
付
し
て
も
ら
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
た
だ
し
、
委
員
か
ら
の
ご
意
見

は
、
一
住
民
か
ら
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
言
と
い
う
こ
と
で
真
摯
に

受
け
止
め
て
、
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
８
月
ま
で
に
は
何
と
か
領
収

書
の
添
付
を
省
略
で
き
る
よ
う
な

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）

　
今
年
度
は
捕
獲
頭
数
が
多
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
当
初
の
見
込
み

よ
り
１
０
０
頭
く
ら
い
オ
ー
バ
ー

を
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

今
回
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
３
月

補
正
に
も
上
げ
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
年
度
内
の
捕
獲
頭
数
を

推
計
し
て
補
正
予
算
対
応
で
増
額

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
の
補
助
金
に
つ
き

ま
し
て
も
、
制
度
を
確
認
し
な
が

ら
、
そ
の
都
度
多
く
の
補
助
金
を

村
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
先
日
、
利
根
沼
田
の
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
、
県
や
近
隣
市
町
村
の

関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し
て
、

よ
い
事
例
等
が
あ
っ
た
ら
取
り
入

れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
会
議
の
中
で
意
思
統

一
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
予
算
に
お

い
て
は
狩
猟
免
許
取
得
補
助
を
新

設
し
て
い
ま
す
し
、
奨
励
金
の
増

額
に
つ
い
て
も
検
討
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
形
を
取
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
担
い
手
確
保
に
向
け

て
進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
国
の
補
助
金
が
、
今
事
業
を
行

っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
　
に
採
択
さ
れ
て
、
６

年
度
と
７
年
度
の
２
か
年
に
分
け

て
補
助
が
出
る
予
定
で
す
。
そ
の

補
助
で
建
屋
で
あ
る
旧
武
尊
牧
場

ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
ポ
ニ

ー
の
改
装
、
発
電
機
の
導
入
、
そ

れ
か
ら
木
の
伐
採
の
た
め
の
重
機

の
購
入
等
を
行
う
予
定
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
同
社
か
ら
は
、
企
業
人
制
度
を

使
い
ま
し
て
、
村
に
職
員
が
１
名

来
て
い
て
、
そ
の
職
員
が
準
備
に

当
た
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
発
電
規
模
に
つ
い
て
は
、
当
初

か
ら
　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
５
台
の
２
５

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
お

伝
え
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
変
わ
ら

ず
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
世
帯
２
０
０
世
帯
分
の
電
気

量
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
発
電
所
の
職
員
数
は
３
名
な
い

し
４
名
を
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

る
そ
う
で
、
機
械
は
ほ
ぼ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

伐
採
に
つ
い
て
は
、
村
内
に
林
業

の
会
社
が
数
件
あ
り
ま
す
が
、
そ

ち
ら
に
委
託
を
す
る
予
定
で
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
数

は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

（
委
員
長
　
小
柳
　
紀
一
）
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事
業
は
１
月
　
日
（
日
）
か
ら

３
月
　
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
中

の
　
日
間
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

３
月
２
日
（
日
）
現
在
の
利
用
状

況
は
、
事
業
期
間
７
日
間
で
、
村

内
全
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
１
８

６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
日
平

均
で
約
　
人
に
な
り
ま
す
。

　
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
部

で
１
１
５
万
円
の
予
算
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
、

ま
だ
余
裕
が
あ
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
３

月
　
日
の
終
了
を
待
っ
て
、
そ
の

後
の
検
討
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

ま
ず
村
長
が
村
の
課
題
や
最
近
の

取
組
状
況
等
の
話
を
し
、
そ
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
が
交
流
を
し
な
が
ら
良

い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
い
ろ

い
ろ
活
発
な
意
見
が
出
て
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
テ
ー
マ
や

開
催
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
住

み
よ
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
に
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問　
　
昨
年
は
夏
祭
り
や
秋
の
収
穫

祭
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
も
の

に
加
え
、
春
祭
り
や
、
今
年
好
評

だ
っ
た
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
同
時
に
、
雪
祭
り
も
一
緒
に
開

催
で
き
な
い
か
。
片
品
村
の
知
名

度
、
魅
力
度
向
上
の
た
め
に
、
よ

り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き

な
い
も
の
か
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
併
せ
た

雪
祭
り
な
ど
の
取
組
が
で
き
れ
ば
、

冬
に
来
て
い
た
だ
く
方
が
、
ス
キ

ー
場
以
外
の
楽
し
み
方
が
で
き
て

大
変
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
役
場
で
ゼ
ロ
か
ら
計

画
を
立
て
て
実
施
す
る
こ
と
は
、

情
報
や
知
識
が
少
な
く
、
人
手
不

足
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
で

き
れ
ば
村
民
の
方
で
、
村
を
盛
り

上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
、

そ
う
し
た
取
組
に
興
味
が
あ
る
、

そ
う
い
っ
た
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
計
画
を
立
て
、
進
め
て

い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
に
役
場
が
ど
ん

な
形
で
協
力
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
を
一
緒
に
検
討
し
て
い
け
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
初
か
ら
大
規
模
な
も

の
を
実
施
す
る
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
の

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
立

ち
上
げ
、
段
々
に
大
き
い
も
の
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、
そ

う
し
た
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ

い
て
、
取
組
が
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

答

協
議
事
項

問　
　
週
末
の
日
曜
日
の
午
後
に
村

民
に
ス
キ
ー
場
を
無
料
で
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
予
算
を
取
っ

て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
利
用
状

況
等
と
今
後
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
。

問　
　
先
日
、
片
品
村
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
村
民
の

皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
発
言
を
し
て
い

た
だ
い
た
わ
け
だ
が
、
積
極
的
に

貴
重
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
多

く
出
し
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
感

心
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
小
学
生
や

中
学
生
、
あ
る
い
は
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
方
に
、
こ
れ
か
ら
住
み

よ
い
む
ら
づ
く
り
を
す
る
た
め
の

意
見
を
聞
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
住
民
参

加
型
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

26

30

30

12

26

所
管
事
務
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い
て
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問　
　
越
本
御
神
火
祭
が
来
年
は

周
年
を
迎
え
る
が
、
第
　
回
の
記

念
祭
と
し
て
例
年
以
上
に
盛
り
上

げ
た
い
の
で
、
村
か
ら
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
今
後
も

末
永
く
続
け
て
い
く
た
め
に
、
村

全
体
の
冬
の
お
祭
り
と
し
て
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
伝
統
的
、
代
表
的
な
冬
の
行
事

継
承
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

問　
　
先
日
、
高
崎
で
尾
瀬
の
郷
親

善
大
使
と
の
懇
談
会
が
あ
っ
た
。

定
期
的
に
あ
そ
こ
で
や
る
意
味
も

確
か
に
あ
る
と
は
思
う
が
、
か
た

し
な
ま
つ
り
や
ア
カ
ペ
ラ
と
い
っ

た
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
来
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
人
た
ち
の
役
割
と
い

う
か
、
村
の
人
に
も
親
善
大
使
は

こ
う
い
う
人
で
す
と
い
う
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け
た
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問　
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

感
想
と
相
乗
効
果
に
つ
い
て
、
ま

た
、
良
か
っ
た
点
や
反
省
点
等
が

あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
　
尾
瀬
の
入
域
料
の
報
道
が
さ

れ
た
。
檜
枝
岐
村
は
現
状
は
反
対

の
意
見
を
持
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、

片
品
村
で
は
こ
の
入
域
料
の
取
扱

い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
最
初
は
入
山
料
と
い
う
話
か
ら

始
ま
っ
て
、
私
も
そ
う
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
以
前
か
ら
環
境
省
に
も
訴
え

て
い
て
、
群
馬
県
側
で
は
山
本
一

太
知
事
が
去
年
の
春
に
片
品
村
に

来
て
、
そ
こ
か
ら
入
域
料
と
い
う

話
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
片
品
村
と
し
て
は
木
道
が
無
い

の
で
、
何
か
を
や
れ
る
立
場
で
は

な
い
し
、
そ
こ
へ
資
金
を
拠
出
す

る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
登
山
道
、
木
道
整

備
は
、
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
意
見
が
出
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
徴
収
を
前
提
と
す
る
の
で

は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
整
備
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
（
村
長
）

　
越
本
御
神
火
祭
は
、
冬
の
片
品

村
を
盛
り
上
げ
る
重
要
な
祭
り
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の

か
詳
し
く
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
、
役
場
が
ど
ん
な
形
で

協
力
が
で
き
る
の
か
併
せ
て
検
討

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
　
回
の
協
力

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
話
を
、

地
元
の
役
員
を
始
め
関
係
者
の
方

か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
検
討

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
は
、

昨
年
度
ま
で
寄
居
山
公
園
で
実
施

し
て
い
た
も
の
を
今
年
度
は
道
の

駅
で
実
施
し
、
観
光
協
会
へ
の
委

託
事
業
と
し
て
行
い
、
事
業
費
は

３
５
０
万
円
で
す
。

　
感
想
と
し
て
は
、
道
の
駅
の
駐

車
場
は
普
段
で
も
夜
に
な
る
と
利

用
者
が
結
構
い
ま
す
が
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
は
さ
ら
に
増

え
て
、
週
末
に
な
る
と
午
後
８
時

く
ら
い
に
な
っ
て
も
満
車
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
を
撮
っ
た
り
広
場
を

駆
け
回
っ
た
り
す
る
お
客
さ
ん
が

多
く
見
ら
れ
て
、
特
に
家
族
連
れ

や
若
い
人
に
好
評
で
あ
り
、
施
設

や
村
の
中
心
地
に
明
る
さ
と
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
て
非
常
に
有
効
だ

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

っ
た
と
道
の
駅
の
ほ
う
で
も
感
じ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
広
場
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
た
め
、

雪
で
遊
ぶ
場
所
が
少
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
数
値
と
し
て
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た

期
間
中
の
道
の
駅
の
売
上
げ
を
前

年
と
比
較
す
る
と
、
約
１
・
１
５

倍
ほ
ど
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
道
の
駅
で
実
施
し
た
の
は

今
年
度
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、

検
討
す
る
課
題
が
幾
つ
か
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
雪
遊
び
や
寄
っ
て
み

た
く
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
的
な

も
の
が
増
や
せ
ば
さ
ら
に
良
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電

球
な
ど
、
一
部
を
購
入
し
て
い
ま

す
の
で
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
や

ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
も
併

せ
て
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
か
た
し
な
ま
つ
り
を
実
施
し
、

こ
の
間
は
Ｆ
Ｍ
群
馬
の
公
開
放
送

も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
に
も
積
極
的
に
出

て
も
ら
う
な
ど
、
親
善
大
使
の
方

々
に
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
策
を
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
（
村
長
）

（
委
員
長
　
小
林
　
政
彦
）

30

30

30
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行政
視察報告

令和７年２月１２日～１４日

■視察の場所

■視察の期間　　　　　

台湾（台北市、桃園市）

■視察の目的

①片品中学校交流先表敬訪問に
　ついて

②桃園ランタンフェスティバル
　について

総務観光常任委員会 ～in 台湾～

委員会の

　
訪
問
先
の
幼
華
雙
語
國
民

中
學
（
よ
う
か
そ
う
ご
こ
く

み
ん
ち
ゅ
う
が
く
）
は
、
台

北
市
に
あ
る
私
立
の
中
高
一

貫
校
で
、
生
徒
数
は
中
高
合

わ
せ
て
約
８
０
０
名
の
学
校

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
校

長
先
生
を
始
め
数
名
の
先
生

と
意
見
交
換
を
行
い
、
学
校

施
設
等
も
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

に
は
観
光
を
兼
ね
て
毎
年
来

て
お
り
、
中
学
校
訪
問
を
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
１
月
に
は
、
日
本
語
コ

ー
ス
の
生
徒
約
　
名
が
片
品

中
を
訪
問
し
、
２
年
生
と
交

流
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
８
月
に
は
片
品
中
の
生

徒
が
台
湾
に
行
き
、
現
地
の

生
徒
た
ち
と
体
験
交
流
を
行

う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
「
千
の
池
と
桃
園
に
集

ま
る
光
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

親
子
と
文
化
が
融
合
し
た
光

の
饗
宴
を
創
り
出
し
、
光
と

影
に
よ
り
幸
せ
な
都
市
演
出

を
行
っ
て
お
り
、
展
示
期
間

は
２
月
　
日
（
点
灯
式
）
か

ら
２
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
メ
イ
ン
ラ
ン
タ
ン

エ
リ
ア
を
始
め
、
池
の
都
へ

よ
う
こ
そ
、
青
春
ラ
イ
ト
シ

ア
タ
ー
、
シ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
、
活
力
発
光
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
幸
福
の
光
大
満

足
、
と
全
部
で
６
つ
の
エ
リ

ア
に
分
か
れ
て
お
り
、
工
芸
、

竹
細
工
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
科
学
技
術
、
技
術
と
伝

統
工
芸
を
結
び
付
け
、
野
球

場
を
見
下
ろ
す
コ
ン
セ
プ
ト

で
ラ
ン
タ
ン
エ
リ
ア
を
分
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

■
視
察
先
の
概
要

　
片
品
中
学
校
交
流
先

　
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

（１）

　
桃
園
ラ
ン
タ
ン

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

（２）

40

1223
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ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 挨拶で分かる片品の素晴らしさ

群馬県立尾瀬高等学校
　　　自然環境科２年 山 田　陸 さん

　
私
は
、
１
年
前
に
東

京
か
ら
片
品
村
に
来
ま

し
た
。
片
品
村
に
来
て

最
初
に
驚
い
た
こ
と
は
、

道
行
く
人
に
挨
拶
を
し

て
い
る
な
ど
の
村
民
の

優
し
さ
が
直
に
溢
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
ご
近
所
付
き

合
い
と
い
う
の
が
ほ
と

ん
ど
な
く
隣
の
人
の
名

前
も
知
ら
な
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
た
め
、
外

で
村
民
の
方
々
と
す
れ

違
っ
た
と
き
に
挨
拶
を

さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。
最
近
、

世
の
中
で
挨
拶
を
自
ら

進
ん
で
す
る
若
年
層
の

数
は
年
々
減
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

高
校
３
年
間
で
こ
の
よ

う
な
環
境
に
足
を
踏
み

入
れ
た
こ
と
は
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
必
ず
役
に

立
つ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
今
ま
で
片
品
村
＝
尾

瀬
の
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方

々
が
住
ん
で
い
る
の
か

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
際
に
住
ん
で
み

る
と
、
お
祭
り
に
誘
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
お

す
す
め
の
店
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
な
ど
、

優
し
い
方
々
が
沢
山
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

生
活
で
人
と
挨
拶
す
る

こ
と
は
勿
論
、
沢
山
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
比
翼

連
理
の
仲
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
表
敬
訪
問
で
現
地
の
学
校

に
伺
い
先
生
方
と
意
見
交
換

を
す
る
中
で
、
学
校
交
流
や

生
徒
同
士
が
自
分
た
ち
で
考

え
た
体
験
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
長
く
交
流
を
続
け
て
行

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
ず

れ
は
生
徒
同
士
は
も
と
よ
り

片
品
村
民
と
台
湾
の
方
と
の

観
光
交
流
に
も
繋
が
っ
て
行

く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

　
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
台
湾
が
主
催
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

年
に
よ
り
開
催
場
所
が
変
わ

っ
て
行
く
と
の
こ
と
で
す
。

台
湾
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
今
年
度
は
桃
園
市
で
開
催

さ
れ
、
光
の
芸
術
や
シ
ョ
ー

な
ど
、
台
湾
、
そ
し
て
、
桃

園
市
ら
し
さ
が
沢
山
見
ら
れ

ま
し
た
。
片
品
村
に
お
い
て

も
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
毎

年
各
区
回
り
で
片
品
ら
し
い

ラ
ン
タ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う

な
も
の
を
開
催
し
た
り
、
ま

た
、
越
本
御
神
火
祭
に
合
わ

せ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
村
の
観
光
の
一
つ
の

目
玉
に
な
り
沢
山
の
方
に
来

村
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
た
び
の
視

察
で
巡
っ
た
台
湾
の
観
光
地

は
、
ほ
と
ん
ど
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
無
く
、 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

よ
る
案
内
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ぺ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
上
で
、

片
品
村
に
お
い
て
も
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
に
よ
る
案
内
が
必
要
だ

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

■
視
察
の
結
果
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議 会 活 動 日 誌

1 日

4日

 〃  

7 日

 〃  

10 日

12 日

教職員辞令交付式

片品保育所入園式

片品村行政区役員会議

片品小学校入学式

片品中学校入学式

片品村体育協会総会

相馬原駐屯地 66周年記念式典

1日
5日
 〃  
 〃  
 〃  
7 日
 〃  

8 日
10 日

 
〃  
 〃  
 〃  
12 日
 〃  
13 日
14 日
18 日
 〃  
21 日

越本御神火祭
学校給食センター運営委員会
上下水道運営協議会
国民健康保険運営協議会
介護保険運営協議会
尾瀬高等学校学習成果発表会
群馬県国民健康保険運営協議会会長
連絡会総会
ウィンターフェスティバル 2025
群馬県後期高齢者医療広域連合議会
定例会
2月定例利根郡議長会
広域圏 2月定例議員協議会
利根沼田学校組合議員協議会
小口資金融資斡旋審査委員会
根羽沢鉱山ガイドセミナー
第 7回尾瀬かたしな未来構想委員会
群馬県町村議会議長会定期総会
利根東部衛生施設組合議会全員協議会
利根東部衛生施設組合議会定例会
広域圏 2月議会定例会

26日

 〃  

27 日

議会運営委員会

全員協議会

尾瀬の郷親善大使懇談会

議 会 活 動 日 誌

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
萩
原
　
正
信
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷（
有
）

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長

小
柳  

紀
一

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

小柳　紀一

千明　　勉

星野　吉弥

狩野　孝夫

萩原　和典

小林　政彦

　
日
ご
と
に
日
差
し
も
強
ま
り
輝

か
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
執

行
部
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、

３
月
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
一
般
会
計
及
び
５
つ
の

特
別
会
計
の
予
算
が
可
決
、
成
立

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
議
会
は
執
行
部
と

一
丸
と
な
っ
て
、
村
民
の
皆
様
の

幸
せ
の
た
め
に
尽
力
し
、
片
品
村

の
輝
く
未
来
の
道
を
探
求
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
開
催
の
折
に
は
、
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
議
場

に
足
を
運
ん
で
傍
聴
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
今
後

も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
村
民
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
、
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

２ 

月

３
　
　
　
　
月

４
　
　
月

１ 

月 30 日 片品村商工会役員新年会

２
　
　
　
　
月

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

マスターズスキー選手権表彰式 片品中学校卒業式

視聴方法

～６月議会を傍聴しませんか！～○傍聴のお知らせ
次回定例会は、6月  6 日（金）の予定です。
 一般質問は、開会初日です。一般質問の質疑応答は片品村公式
ホームページ（HP）の議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について
 年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）
配信していますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでも
ご覧いただけます。
　ＱＲコードを読み込
んでください。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
  どちらかをクリック

尾瀬の郷片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について

会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

3 日

6日

 〃  

7 日

12 日

 〃  

13 日

14 日

 〃  

17 日

18 日

20 日

24 日

28 日

 〃  

社会福祉協議会理事会

第 2回議会定例会開会

全員協議会（予算説明）

全員協議会（予算説明）

産業民教常任委員会

総務観光常任委員会

片品中学校卒業式

第 2回議会定例会閉会

社会福祉協議会評議員会

ぬまた聖苑焼骨灰供養

老人クラブ連合会輪投げ大会

新沼田高校継志式

片品小学校卒業式

片品保育所卒園式

沼田市長市政報告会


